
思いや意図をもって表現する子どもを育てる

～「かく」ことを通して歴史ある曲を身近に～

田辺麻衣子

思いや意図をもって表現するための手立てとして「かく」ことが有効ではないかと考えた。「かく」とは，絵や

言菓で感じ取った内容を表すことである。イメージしたことや考えたことを「かく」ことにより，自分や友だち

の思いや意図に気付き，表現に生かすことができるのではないか。また，名曲として古くから残っているものの

多くは今の子どもたちにとってなじみがなく，聴いてすぐによさを感じられることは少ないのではないか。そこ

で歌唱や鑑賞の中で「かく」活動を組み込み，絵や歌詞で表すことから曲想やよさにせまることができるように

した主に『おぼろ月夜』『越天楽今様』の共通教材を軸にして取り組んt~ 授業後の振り返りでは，歌詞や旋律

の中に理由や根拠をみつけて素晴らしいと思うところや好きだと思えるところを書くことができた）

キーワード：かく，思いや意図，共通教材

1. 「思いや意図」とは

東日本大裳災の後音楽にはとても素晴らしい力が

あることを改めて考えた1年であっt.:,,自分やいろい

ろな人の心を豊かに元気にするために， 「思いや意図」

をもって歌うことのよさを考えさせられただからこ

そやはり，「思いや意図をもつ」ことができる活動と「思

いや意図を表現する」ことができる活動を積み重ねて

いくことが大切だと考えた3

0思いや意図をもっためには

・見る，聴くに加えて触れることを大切にする。さま

ざまな楽器に触れ，演奏することで音や音の変化に

気付くようにする。

・歌詞に使われている言葉から風景や様子，状況を想

像することで，作詞者の思いや意図を考えるように

する。

・様々な活動の中で音符，休符，記号や音楽にかかわ

る用語をどの子も理解できるようにしていくことで，

作曲者の思いや意図を考えるようにする。

0思いや意図を表現するためには

• 自分の表現を録音して確かめたり，工夫したり，聴

き比べられるようにする。

•同じ曲で正反対の思いや意図を表現して比べること
で具体的な表現技能を身に付けていく。

•朝の会で毎日音楽を表現する時間を確保する。

ここで重要になるのが焦点を絞ることである。ただ

曲全体を何となく聴く・表現するのではな<.例えば，

出だしの休符吋可度も歌詞に出てくる言葉や効果的な

音色など着目するポイントを示し，子どもたちが考え

吋くなるようにしていく。この人はこんな思いでこ

の曲を作ったのか，演奏しているのか，また違う人が

演奏したらこんな風に曲の雰囲気がかわるのか・・・

など1つの曲の背景や表現の仕方の違いを感じること

で， 「自分だったらこんな風に表現してみたい。」とい

う思いをもつことができるようになるのではないか。

また，「こんな表現の仕方もあるのか。」と気付いたり，

「ぼくはこう表現したいのだけれど，実際に自分の表

現を聴くとできていないな。」と確かめて改善したりす

る中から思いや意図を表現する技能を身に付けていく

ことができると考えた)そして， 1人の子どもがもっ

た思いや意図を全体で共有したり，一人ひとりの思い

や意図の違いを受け入れ認め合ったりしながら，音楽

が楽しいと思う子どもを育てていくことができると考

える。

2 「かく」ことを通して

「かく」ことを通して，思いや意図をもって表現で

きるように実践を進めた

①感じたことを言葉や絵で表すことで，思いや意図

を表現することができているか実践する。

②どの場面で「かく」活動を取り入れることが効果

的であるのかを実践する。

③ 「かいた」ものを共有することでどのような学び

の質の高まりが見られるのかを検証する。

3. 授業の実際

ここでは，題材『おぼろ月夜』（高野辰之作詞・岡野

貞ー作曲）と『越天楽今様』（慈鎮和尚作歌・日本古謡）

について報告する。

3. 1. 今も受け継がれていることを知る

それぞれの題材で扱った共通教材の2曲は，今後も

受け継いでいく「こころのうた」として教科書芍汲わ

れている。しかし，子どもたちにとってはなじみのな

い2曲であったので，まずは今，どんな人が歌ってい

るのか，どんな楽器で演奏されているのかを知るとこ

-102-



ろから始めた。

『おぼろ月夜』は，マライアキャリーが英訳して歌

ったり， ペーターハーバーマンとドイツ ・ヴェルニゲ

ローデ合唱団が日本語のまま歌ったりしている。また，

中島美嘉は菓加i頼太郎とコラボレーションし，『朧月夜

～祈り～』としてCDを発売するなど，現在活躍して

いる歌手が多数この曲を歌っていて魅力を世に伝えて

いることを知った。特にペーターハーバーマンとドイ

ツ・ヴェルニゲローデ合唱団のDVDを見たときには，

母国語でない日本語で歌っていることに感動している

子どもがたくさんいた。このように，教科書にのって

いる昔の歌ではなく， 日本にとどまらず世界中の人に

愛されている歌であることを知ることで， 自分もこの

曲を伝えていく 1人であるという気持ちをもってほし

いと考えた。

『越天楽今様』では，天理教さんに協力をお願いし

てほんものの楽器に触れるイ科険をしt.::-a(図 1)事前ア

ンケートでは「雅楽を知らない」と全員が答えていた。

CDを聴いて「神社で聴いたことがある。」とほとんど

の子どもが答えたが，演奏されている楽器については

誰も知らなかった。演奏だけでなく，楽憎や音色の説

明，演奏の仕方なども教えてもらった'(図 2)

図1 子どもたちの様子

図2 演奏の様子

家庭学習で音色や楽器歴史について調べていた子

どもたちであったが，生音の迫力に圧倒されていた。

箪簗の見た目からは想像できない大きさの音であった

り，笙の不思議な音であったり子どもたちのワークシ

ートを読むといろいろな気付きがあったことがわかる。

また，体験をしてみて音を出す難しさを痛感した子ど

もも多かったようである。

いくつ力紹介する。

. 1つひとつの音が違って合わなさそうなのに合って

いた

．輻鼓の真ん中をたたくのがすごく難しかった。

・笙の音がハーモニカに似ていた。でもあの穴を間

違えずにふさぐのはかなり難しそう。

• 楽太鼓の両面に模様がついていてびっくりしたし，

体育館中に評いたのがすごかった。

．輻鼓の人が指揮者みたいなものと言っていたが， ど

んな風にしているのかは全くわからなかっt:=o
・リコーダーよりちっちゃいのに，かなりの音が出て

いてきれいだった。

この｛科倹の後から，「市民会館で演奏しているのを聴

いた。」「近所から似たような音楽がきこえる。」など，

身の回りにある雅楽をみつけようとする姿勢がうまれ

た。

3. 2. 2つの題材における「かく」活動

『おぼろ月夜』では情景を読み取る手立ての1つと

して「かく」活動を取り入れに範唱CDを聴いた後

あえて日本の昔の田園風景の写真や痴象は見せず，歌

詞や旋律からイメージをふくらませ， 自分が考えるお

ぼろ月夜を描いた。（圏3・4)
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図3. 1番の歌詞をもとに描いたワークシート

;.,. ~. -'I  

図4. 2番の歌詞をもとに描いたワークシート

絵に描こうとすることで， じっくりと言菓の1つひ
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とつをかみしめ，作詞者の思いにせまろうとしたり，

時間の移り変わりに気付いたりすることができた

さらに，思い描いた絵をもとに『おぼろ月夜』の歌

い方を考えたグループで話し合い，大切に歌いたい

言菓や旋律の盛り上がりを考えたり，静かに終わるに

はどういう風に歌えばいいのかを決めたりした。さら

に，考えた工夫を楽譜に書き込んで共有し，みんなで

歌い合った。（図 5)また，最初に歌った声の録音と聴

き比べることで自分たちの歌声の変化に気付き，工夫

することのよさを感じることができた

図5 考えた工夫を書き込む様子

次に，『越天楽今様』では， 「今様」の楽しさを味わ

うために「かく」活動を取り入れた。『越天楽今様』の

歌詞は子どもたちにとって難解であり，旋律も日本独

特で今のものとはかけ離れている。そのため，子ども

たちが楽しく何度も歌いたいと思える歌ではないこと

は明らかである。また，『越天楽』を聴くだけでは，ど

こに『越天楽今様』の旋律があるのか気付くことは難

しい。さらに，興味をもって何度も聴くことが難しい

曲だとも考えた。

そこで，曲にあわせて歌詞をつくれば，七五調に気

付いたり，限られた文字に季節の景色や様子を表した

りするおもしろさを感じたりすることができるのでは

ないかと考えた。（図6)さらに，自分の作った歌詞で

歌うと原曲である『越天楽』にも興味が広がっていく

と考えたっ

図6 グループで歌詞をつくっている様子

る

こ

を

で

．

な
月

う

‘
 

満

よ

あ

醐

ヵ

の

た

で

歌

る

味

の

作

、

．

の

意

t

を

し

会

次

-
〗
酬”
[
9

と

平

に

こ

．

し

直

北

マ

劃

火

て

一

き

っ

門
5

テ

岬

た

改

ゞ

1

F

i

；
る
し

R

を

ヵ

は

と
と

る

に

何

詞

竺

悶

か

り

作

し

て

歌

う

ひ

か

が

観
を
を
プ
の
止
厨
と

g
が
り
か
く
―
-
—
_
(
_
(

〗
[
〗
雪
言
胃

と
を
わ
：
合
歌
声
か
[
:
口

m
[□

□

――

m_＿
[
し
口

た

明

な

も

説

れ

は

子

と

ら

ま

し

の

の

詞

こ
と
話
秋
虫
歌

）じょうを

：ならぶ

：ゅくぞ

あきのへいせい

あかいもみじが

ライトアップこ

あーかくそ一まる

すすむしたちが

こおろぎこちも

あきのたの凶

まんげつみながら

じゅうごやに

おつきみに

よるaまし

おぽろづき

あけがたに

みわたせば

こどもたち

ゴールまで

ゆうがたに

ちっている

てらされる

モみじあり

ないている

ないている

じゅうご憑乃

すごすとき

ぽんやりそらを な力め柑ゴ

うさぎもちつく まんげつが

ちへいせんから ひっそりと

じゅうご⑳びこ あらわれる

次に完成した歌詞で『越天楽今様』を歌った。少し

恥ずかしいような様子も見せながら，各グループの歌

詞を楽しみながら歌うことができた。もみじをテーマ

にしていたグループの歌詞に「平成」や「ライトアッ

プ」などという現代の言葉が入っているのでこの歌詞

が一番よかったという子どもが多かった)

4. 授業の考察

『おぼろ月夜』では，自分でおぼろ月夜のイメージ

をもつことが大切だと考え，写真や映像は用いなかっ

た。「どんな場所を歌詞にしたのだろう。」という発問

で子どもたちは絵を描いt::.o田んぼや山などいわゆる

田舎の様子を描く子どもが多かった。また，歌詞に登

場する鐘やかえるの嗚き声までも描こうとする子ども

もいた）歌詞の 1つひとつに着目しているのだが，忠

実に再現しようとして逆に図2のような『おぼろ月夜』

のぼんやりした様子が表せないようであったつだから，

おぼろ月夜の様子に限定したり，どんな色や形だろう

と抽象的に描いたりするようにすれば，もっと『おぼ
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ろ月夜』が生み出す情景にせまれていたかもしれない。

しかし，絵を「かく」という活動から，歌詞に使わ

れている言葉やその意味について考え，「限られた文字

なのに夕方から夜にゆっくり変わっているところがす

ごい。」と子どもの振り返りにもあるように時間の移り

変わりを感じることができていた頭の中で考えるだ

けでなく，実際に「かく」という活動を取り入れ，見

える形にすることでより視覚的に様子を思い浮かべら

れるようになったと考える。

『越天楽今様』では，歌詞を「かく」活動を取り入

れた秋を表そうと歌詞をグループで考えた実際に

きれいな秋をイメージして作ることができていた『越

天楽今様』にふさわしい歌詞になるよう，趣のある言

葉を選ぶことができた。また，自分たちが作った歌詞

で歌うと，より『越天楽今様』を身近口惑じることが

できた。

ただ，ゆったりとした旋律に歌詞を合わせていくの

が難しいようであった。例えば，「月見バーガー」「秋

の特番番組で」などの現代の言葉がどうしても『越天

楽』に合っている気がしないと歌詞を決めかねるとい

う具合氾『越天楽今様』の歌詞や旋律を捉えているか

らこそ， しつくりこないと感じる子どもが増え，実際

に歌詞に使うことがなかったのだと推測している。今

回は，平安剛七と同じように七五調に合わせて歌詞を

考えた。しかし，現代では1つの音符に 1つの文字を

当てはめて歌う曲はあまりない。「今様」に挑戦するの

であれば，七五調に限定せず，今の時代にあった歌詞

作りを行う方法もあったのではないかと考える。

5 成果と課題

思いや意図を表現できる子どもを育てるために，「か

く」ことが有効だと考え研究をすすめてきた)

歌詞を手がかりに，場所を想像して描くことで，自

分の思いや考えをはっきりさせることができたただ，

歌うだけでは場所や様子を想像することはあまりでき

なかったであろう。歌詞とじっくり向き合うことがで

きたと考えている。しかし，実際に歌い方の工夫を考

える場面になると，子どもたちは旋律のやまを決め始

めた。「3段目を強く歌う」や「出だしははっきり大切

に歌う」など，『おぼろ月夜』でなくても当てはまるこ

とを工夫として挙げた中に「1番は夕方で2番は夜

になったから歌い方を変えたい。」という意見もあった

が，多くは強弱についてのものであった「かく」活動

を表現にうまくつなげることができなかったと感じて

いる。

歌詞を「かく」活動でも同様である。『越天楽今様』

に合う歌詞をかくことはできたしかし，自分たちの

歌詞で『越天楽今様』をどんな風に歌えばいいのか表

現を工夫するところまでもっていくことができなかっ

た。歌詞をかくまでに，楽器に触れたり，生音を聴い

たり，歴史を学習したりした。また，歌詞をかくとい

うことは，曲を集中して聴き，そこに流れる楽器の音

色や重なりに気を付けることになり，親しみをもつこ

とにつながると考えた。子どもたちは学習する中で，

音色の美しさに惹かれたり，歴史の重みを感じたりし

ながら雅楽に対するそれぞれの思いをふくらませてい

った。しかし，剛ヤの隔たりが大きすぎて，子どもた

ちの思いと歌詞をかくことがなかなかつながらなかっ

たのであろう。子どもたちが歌詞をかいている様子を

見ると，自分たちが表したい様子はどの言葉だろうと

考えるのではなく，どうすれば七五調に言葉を合わせ

られるかを一生懸命考えているというものであっt.:.,
子どもたちが『越天楽今様』を自分たちの歌と捉え，

こういう場面を表したいと思えるようなさらなる工夫

が必要だったのだろうと考える。歌詞のテーマを秋と

限定せず，藷伊湧Jにふさわしいものを自分たちで考

えるところからはじめてもよかったかもしれない。あ

るいは，聴き手を意識した歌詞を考えるなどの進め方

もあったであろう。

課題はたくさんあるが，「かく」活動は，考えたこと

が残るということである。残ることで，子どもたちは

「この間，こんな風に思っていt.:.,」と振り返ったり，

「あのときはこうだったけど，今はもう違う考えだ

な。」と自分の変化を感じたりすることができた）

最後に，「かく」活動は新たなものを生み出す活動で

もあると考える。頭の中に思い描いたことを言葉や絵

で見える形にする。これは，言われた通りに歌う・演

奏する・つくる・聴くよりも何倍もパワーを使うこと

だと考える。何倍もパワーを使うからこそ心に残るの

ではないか。今回扱った2曲はどちらも共通教材で日

本文化を受け継いでいくために大切なものである。 6

年生で学習して終わりではない。いつか『おぼろ月夜』

を聴いてどこかなっかしいほっとしたような気持ちに

なったり，雅楽を聴いて歌詞をかいたことを思い出し

たりすることもあるだろう。「こんな歌・曲は知らな

い。」ではなく，「実は00でね・・・」と次の世代へ

つなげようとする姿勢が身に付いたと信じている。
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